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富士学苑 聖カタリナ
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 3 1 0 0 3 0 0 4 3 0 1 1 0

5 - - - - - 0 0 5 (C) 15 3 3 0 1

6 * 6 0 3 0 2 0 0 6 * 2 0 1 0 0

7 * 2 0 1 0 0 0 0 7 11 0 5 1 0

8 * 12 2 3 0 1 0 0 8 * 3 0 1 1 2

9 * 3 0 1 1 1 0 0 9 8 2 1 0 1

10 12 0 6 0 2 0 0 10 * 13 1 5 0 1

11 2 0 1 0 0 0 0 11 * 16 3 3 1 0

12 0 0 0 0 0 0 0 12 3 1 0 0 0

13 - - - - - 0 0 13 3 1 0 0 0

14 - - - - - 0 0 14 2 0 1 0 0

15 0 0 0 0 0 0 0 15 * 8 0 4 0 0

$$

40 3 15 1 9 0 0 87 11 25 4 5 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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平成25年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技
第66回全国高等学校バスケットボール選手権大会

コーチコーチ 小野　利晴

軸丸　ひかる

宮崎　早織

烏谷　香蓮

加藤　瑠倭

濱田　真子

奥根　由惟佳

篠原　華実

尾下　桂子

正木　夏奈芽

細貝　野乃花

山本　茉紀

木村　珠貴

白須　紗衣

三浦　レナ

坂本　雪乃

宮下　瑛梨

羽田　美穂

曽我部　奈央

中林　青嶺

内藤　祐衣

合計

戦　　評

記載者 松垣　勇 （所属） 大分県バスケットボール協会

合計

横山　果菜

高橋　優花

No. 30g2 日時：

選　手　氏　名

小林　春菜

中村　史恵理

● ○ (愛媛)(山梨)

仁科　沙羅

選　手　氏　名

富士学苑 聖カタリナ40 87

2013年7月30日(火) 会場： ダイハツ九州アリーナ11:40

女子　２回戦

向井　和宏

青島　早希

主審

副審

    第1ピリオド両チームともハーフコートのマンツーマンディフェンスでスタート、開始早々聖カタリナ#11の3Pが決まり先

制、すかさず#10、#15のドライブが続き、#11の3p、たまらず富士学苑タイムアウト、タイムアウト後、富士学苑#8の3p

が決まり応酬するも、聖カタリナのディフェンスプレッシャーが強く、13－29で終了。 

   第2ピリオドも聖カタリナ#11の3Pで始まり、#8、#15のシュートも決まり加点、富士学苑も必死に食い下がるが、聖カタ

リナの厳しいディフェンスプレッシャーに開始から5分間ノーゴール。タイムアウト後、富士学苑#10の3連続シュートが

決まり、巻き返しのきっかけをつかもうとするも、聖カタリナは#5の3Pなどで確実に点差を広げ21－48で前半終了。 

    第3ピリオドも聖カタリナ#7のインサイドで加点、富士学苑は#6、#11のシュートで応戦し、両チームともスピーディー

な流れから、攻撃を仕掛けるが互いに粘り強いディフェンスで得点に結びつけることができない時間が続く、聖カタリナ

は素早い展開から#10が連続得点しさらに3Pを決めるなど、要所で確実に試合を展開し、29－65で終了。 

   第4ピリオド、富士学苑は開始から果敢に攻め、#8のレイアップ、#6のインサイドが決まり、反撃を開始するも聖カタリ

ナの素早い展開からの#9の3Pが立て続けに決まり加点。富士学苑も最後までリバウンドやルーズボールを諦めずに

追いかけるも、聖カタリナ#12、#13の3pシュートが続けて決まり加点。終始高い集中力と安定した得点力で聖カタリナ

が40－87で勝利を決めた。 
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